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【目的】小児科診療所における、子どもが採血や点滴などの痛みを伴う処置を受ける際の
家族参加(以下、痛みを伴う処置時の家族参加とする）の実態を明らかにする。  
【方法】郵送による自記式質問紙調査。全国の小児科を標榜する無床の診療所のうち、小
児科単独で届出をしている 2,085 の診療所を調査対象とし看護責任者（看護師長等）に回
答を求めた。2017 年 10 月に郵送し、12 月までに回収した。データは SPSSVer.22 を用い分
析し、自由記述は内容ごとに分類した。  
【倫理的配慮】研究者の所属大学の倫理委員会の承認を得て実施した (承認番号 17044)。 
【結果】郵送した 2085 通のうち 553 通の返送があり(回収率 26.5%)、有効回答 542 通を
分析対象とした（有効回答率 98.0%）。回答者は、看護師長・主任 220 人(40.6%)、それ以
外の看護職者 217 人(40.0%)、医師 77 人（14.2%）であった。  
１．痛みを伴う処置への家族参加に関する方針について  
家族参加に関する意識では、「積極的に勧めている」256 人(46.8%)、「希望があれば許
可する」70 人(12.8%)、「許可しない」104 人(19.0%)の順であった。  
２.採血及び点滴の血管確保時の家族参加の現状について  
処置について、採血や点滴は 531 の診療所で実施をしていた。処置の主たる施行者
(n=531)は医師 198 人(37.2%)、看護職者 264 人(49.7%)の順であった。家族参加の有無
(n=531)は「参加している」281 人(52.9%)、「参加していない」121 人(22.8%)、「状況によ
って異なる」 128 人(24.1%)であった。参加形態(n=281)は、「抑制」が 101 人(35.9%)、
「そばで励ます」146 人（52.0%）であった。参加理由(複数回答可 n=281)は、「患児の情
緒的安定」237 人(84.3%)が最も多かった。参加していない理由(複数回答 n=121)は、「医
療行為の妨げ」88 人(72.7%)が最も多く、その内容(複数回答可 n=88)は「施行者の緊張」
73 人(81.8%)であった。参加しないことを主に決定している者 (複数回答可 n=121)は、「医
師」が 98 人(80.9%)と最も多かった。状況によって異なる場合の家族参加の有無を決める
基準(複数回答可 n=128)は「処置に対する子どもの反応」 87 人(68.0%)が最も多かった  
３.予防接種時の家族参加の現状について  
539 の診療所で実施され、家族参加の有無は「参加している」 526 人(97.5%)であった。
参加形態(n=526)は、「子どもの抑制」324 人(61.6)%、「そばで励ます」99 人(18.4%)であ
った。参加理由(複数回答可 n=526)は、「患児の情緒的安定」382 人(72.6%)が最も多く、
次いで「家族の安心または納得」 318 人（60.5%）であった。 
４．痛みを伴う処置時の家族参加の現状についての意見 
「現状でよいと思う」 498 人(91.9%)、「よくないが仕方がない」 21 人(3.9%)、「よくな
いので変えたい」 6 人 (1.1%)であった。自由記述の内容で多かったものは、処置時の看護
実践の紹介や大切にしていること、家族参加によるメリットやデメリットであった。 
【考察】今回の調査で、採血や点滴の処置に家族が参加している小児科診療所は約 5 割、
予防接種はほとんどであるという実態が明らかになった。また、約 9 割が現在の家族参加
の現状に満足していた。子どもの採血と点滴時の場合、家族の参加形態は「抑制」と「そ
ばで励ます」ことから、子どもの情緒的安定への関わりと看護職者と共に抑制の役割の一
部を担うことが推察された。今後さらにデータの分析をすすめていきたい。  
 
学会発表状況：日本小児看護学会第 28 回学術集会（平成 30 年 7 月）で発表予定である。 
